
　

二
〇
一
一
年
の
サ
ム
ス
ン
電
子

は
、
世
界
的
な
景
気
沈
滞
と
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
な
か
で
、
史
上

最
大
の
売
上
げ
を
達
成
し
た
。
連

結
財
務
諸
表
の
売
上
げ
は
一
六
五

兆
ウ
ォ
ン
、
営
業
利
益
は
一
六
兆

ウ
ォ
ン
を
超
え
、
負
債
比
率
は
三

二
・
一
％
、
自
己
資
本
比
率
は
七

五
・
七
％
な
ど
、
堅
実
な
財
務
構

造
を
維
持
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一

一
年
に
お
け
る
世
界
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
市
場
で
は
、
サ
ム
ス
ン
の

年
間
出
荷
台
数
が
ア
ッ
プ
ル
を
上

回
り
世
界
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
サ
ム
ス
ン
の
成
長
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
経
営
戦
略
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
サ

ム
ス
ン
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で
あ

る
李イ

秉ビ
ョ
ン

喆チ
ョ
ル

、
二
代
目
会
長
の
李イ

健ゴ
ン

煕ヒ

の
伝
記
を
中
心
に
サ
ム
ス
ン
の

企
業
哲
学
や
成
長
戦
略
を
理
解
す

る
本
を
紹
介
す
る
。

　

サ
ム
ス
ン
の
創
業
者
で
あ
る
李

秉
喆
は
、
一
九
一
〇
年
に
韓
国
慶

尚
南
道
で
生
ま
れ
た
。
一
九
三
〇

年
に
早
稲
田
大
学
に
入
学
す
る

が
、
重
い
脚
気
を
煩
い
一
九
三
一

年
に
中
退
す
る
。
一
九
三
六
年
、

二
六
歳
の
時
に
馬
山
で
精
米
所
を

起
こ
し
、
運
送
会
社
も
始
め
た
。

本
格
事
業
の
先
駆
け
と
な
る
サ
ム

ス
ン
の
第
一
歩
は
、
一
九
三
八
年

に
大
邱
で
創
業
し
た
三
星
商
会
で

あ
る
。
三
星
商
会
で
は
、
青
果
物

と
干
物
を
中
国
と
満
州
に
輸
出

し
、
貿
易
業
以
外
に
も
麺
の
製
造

も
行
っ
た
。
一
九
六
九
年
に
は
現

在
の
サ
ム
ス
ン
電
子
の
母
体
で
あ

る
三
星
電
子
工
業
を
設
立
し
た
。

李
秉
喆
は
、
非
難
、
中
傷
、
投
獄
、

ガ
ン
と
の
闘
病
、
破
産
な
ど
の
試

練
を
乗
り
越
え
、
サ
ム
ス
ン
を
韓

国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業
集
団
へ

と
導
い
た
。
李
秉
喆
著
『
市
場
は

世
界
に
あ
り
』（
講
談
社　

一
九

八
六
年
）
は
李
秉
喆
の
自
伝
で
あ

り
、
経
営
哲
学
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
李
秉
喆
は
経
営
理

念
と
し
て
「
事
業
報
国
」「
人
材

第
一
」「
合
理
追
求
」
の
三
つ
を

挙
げ
た
。
特
に
、「
人
材
第
一
」

を
経
営
理
念
の
第
一
に
お
き
、
社

員
研
修
に
は
投
資
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
。
半
世
紀
の
経
営
の
な
か

で
仕
事
の
九
〇
％
が
人
事
で
あ
る

と
語
る
。
ま
た
、
世
界
市
場
で
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
、
第
一
に
国
際

競
争
力
に
耐
え
う
る
コ
ス
ト
と
、

高
品
質
を
実
現
す
る
こ
と
、
第
二

に
国
民
性
に
よ
る
好
み
を
う
ま
く

製
品
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
。
山
崎
勝
彦
著
『
疑
人

用
い
ず
、
用
人
疑
わ
ず
―
サ
ム
ス

ン
創
業
者
・
李
秉
喆
伝
』（
日
経

Ｂ
Ｐ
社　

二
〇
一
〇
年
）
の
な
か

で
は
、
李
秉
喆
の
企
業
家
精
神
は

創
造
的
衝
動
で
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。
世
の
な
か
の
た
め
に
な
る

仕
事
を
、
他
人
よ
り
一
歩
で
も
先

に
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
意
欲
は

本
能
で
あ
り
、
こ
の
本
能
が
社
会

的
責
任
感
、
使
命
感
と
な
っ
て
湧

き
出
て
く
る
も
の
、
そ
れ
が
誠
の

企
業
家
精
神
で
あ
り
、
創
造
的
衝

動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
代
会
長
の
李
健
煕
は
、
李

秉
喆
の
三
男
と
し
て
一
九
四
二
年

に
韓
国
慶
尚
南
道
で
生
ま
れ
た
。

子
ど
も
の
頃
は
無
口
で
、
お
も

ち
ゃ
を
分
解
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
好

き
な
少
年
だ
っ
た
。
小
学
校
五
年

か
ら
中
学
一
年
ま
で
の
三
年
間
と

早
稲
田
大
学
時
代
を
日
本
で
過
ご

す
。
会
長
就
任
後
の
翌
年
一
九
八

八
年
に
「
第
二
創
業
」
を
宣
言
し
、

事
業
再
編
を
行
う
。
一
九
九
三
年

の
「
新
経
営
宣
言
」
で
は
、「
妻

と
子
ど
も
以
外
は
全
部
変
え
ろ
、

量
か
ら
質
へ
発
想
を
転
換
、
危
機

意
識
を
求
め
た
新
経
営
」
な
ど
の

指
示
を
出
し
、
勤
務
時
間
、
商
品

開
発
の
進
め
方
、
意
志
決
定
プ
ロ

セ
ス
な
ど
を
全
面
的
に
見
直
し

た
。
一
九
九
七
年
の
金
融
危
機
の

後
、
子
会
社
や
事
業
の
整
理
、
大

幅
な
人
員
削
減
を
実
行
し
、「
選

択
と
集
中
」
に
よ
り
中
核
事
業
に

集
中
さ
せ
た
。
洪
夏
祥
著
・
宮
本

尚
寛
訳
『
サ
ム
ス
ン
経
営
を
築
い

た
男
：
李
健
煕
伝
』（
日
本
経
済

新
聞
社　

二
〇
〇
三
年
）
に
は
李

健
煕
の
経
営
哲
学
と
人
間
像
が
描

か
れ
て
い
る
。
李
健
煕
は
、
父
か

ら
受
け
継
い
だ
慎
重
で
綿
密
な
経

営
判
断
を
行
う
一
方
、
斬
新
な
事

業
再
編
や
経
営
改
革
を
行
っ
た
。

新
規
事
業
を
始
め
る
際
に
は
、
な

ぜ
始
め
る
の
か
を
少
な
く
と
も
六

回
以
上
は
自
問
し
、
自
分
が
納
得

す
る
答
え
が
出
る
ま
で
調
査
を
繰

り
返
し
た
と
い
う
。
李
慶
植
著
・

福
田
恵
介
訳
『
李
健
煕
―
サ
ム
ス

ン
の
孤
独
な
帝
王
』（
東
洋
経
済

新
報
社　

二
〇
一
一
年
）
は
、
李

健
煕
の
人
生
観
や
半
生
を
描
い
た

本
で
あ
る
。
李
健
煕
は
多
く
の
趣

味
を
持
ち
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

で
あ
る
。
映
画
を
通
じ
て
人
間
を

研
究
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
覚
え
た
。
企
業

経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
川
家
康

や
豊
臣
秀
吉
の
戦
術
、ピ
ー
タ
ー
・

ド
ラ
ッ
ガ
ー
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

の
経
済
理
論
を
参
考
に
し
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
父
で
あ
る
李
秉
喆

の
影
に
縛
ら
れ
続
け
て
い
た
李
健

煕
が
、
一
九
九
三
年
の
新
経
営
宣

言
で
自
分
の
体
制
を
確
立
で
き
た

と
著
者
は
解
明
す
る
。

　
『
徹
底
解
析
‼　

サ
ム
ス
ン
成

功
の
秘
密
』（
洋
泉
社　

二
〇
一

二
年
）
は
、サ
ム
ス
ン
の
強
さ
を
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
、商
品
戦
略
、

人
材
育
成
な
ど
の
視
点
か
ら
、
ア

ナ
リ
ス
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

図
解
を
入
れ
て
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
。
成
功
の
七
つ
の
要
因
と
し

て
、
新
・
重
商
主
義
、
オ
ー
ナ
ー

経
営
、
二
番
手
手
法
、
デ
ザ
イ
ン

革
命
、
地
域
専
門
家
制
度
、
人
材

第
一
、成
果
主
義
を
あ
げ
て
い
る
。

片
山
修
著
『
サ
ム
ス
ン
の
戦
略
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所　

二
〇
一
一
年
）
で
は
、
サ
ム

ス
ン
の
大
躍
進
は
世
界
市
場
に
目

を
向
け
た
こ
と
で
あ
り
、
デ
ザ
イ

ン
強
化
や
現
地
仕
様
な
ど
の
商
品

開
発
、
人
事
管
理
や
人
材
育
成
な

ど
の
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

だ
と
強
調
す
る
。吉
川
良
三
著『
サ

ム
ス
ン
の
決
定
は
な
ぜ
世
界
一
速

い
の
か
』（
角
川
書
店　

二
〇
一

一
年
）
で
は
、
一
九
九
四
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
ま
で
サ
ム
ス
ン
の
常

務
を
務
め
た
著
者
が
、
成
長
の
速

さ
は
意
思
決
定
の
速
さ
で
あ
る
と

明
示
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ヒ
ン
ト

に
サ
ム
ス
ン
成
功
の
秘
訣
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

（
に
か
い　

ひ
ろ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
図
書
館
）

サ
ム
ス
ン
を
知
る

二
階
宏
之
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